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桃　の　線　虫　類　と　そ　の　防　除　に　つ　い　て

引　地　直　至

（福島県園試）

我が国にかける桃の土壌線虫についての知見は．極め

て乏しい現状にある．しかし，近年果樹振興の声が聞か

れるようになってから仁ぽつぽつ果樹の土壌線虫につい

ても研究されるようになってきている．こゝでは，筆者

等が農林省総合助成で行った調査研究の一部を報告し参

考に供する．

1．桃に書生する土壌線虫の被害に関する

実態調査結果

福島県北部桃産地を主に，植物寄生性土壌線虫の被書

の有無程度及び種の実態を調査する．

1　調査方法

ランダムに選んだ園のうちから，特に樹勢のよくない

と思われる調を対象に，樹幹を中心として1－15〝l離

れた所で．東西南北の4方位，深さ30亡■の地点から，

土壌及び可能な場合は細根も採取した．採取した土壌は

各方位のものをよく混合し．ベールマン法に上少土壌線

虫を検出する一方，細根では主としてネコブセンチユク

によるゴールの発現程度や，他の線虫類の寄生状況及び

異常様相を調査した．

一部疑問のあったものでは，農技研一戸技官に種の判

定を依頼した．

調査結果並びに考察

集1表　桃の土壌線虫に関する実態調査

　 結 果 l　l

調 査 場 所 】
調 査

年 月日
土　 牲

　 l

品種 及び樹令 i樹 勢 l
土壌別 当 カのべ 一ルマン法 にエ

主要寄 生土♯ 線虫造 出数
備　　　 考

膚夫郡飯坂町平野 昭 3 5
壌　 土 大久保　 郭 年生

不 良 】M ◎10 18 o gy n O　ep ． lE ）
ゴールの発現は中程ま

字館野 6．15 P a ra t y 1 8n eh l18　B p ．為

　　 l

伊達郡桑折町 ′ 砂　 土 箕 島白桃通年生

′

‖枯死 Pa ra t y 1 8 n Ch 118 7 u l n 118．

園内に忌地状の樹勢不良

桐当し（前作桃）

字砂子 沢 6 ．23 寸 前 ） fa ra ty 1 8 n e hll占 叩 ．＄ p．ⅦユⅡ】月用雛沙ら椒 出

福 島市荒井 〝
壌 土

（火山
岡 山早 生 10 年 生 ・　　　　l不　 良

M 8 1 0 1d o g y n e ln CO g n l t a

ac r lt a 王翌
l

ゴール発現は少一中程度

字上町 轟 島．1 5
灰 土 ）

† ＝舶 1 0 1d・Od o r a　B p・7

l P ra t y■1 0n C h n 8　8p ．X I

信 夫郡 飯坂町湯野 昭 3 6
埴 壌土 大久保 1 1 年 生

【

【やや

不 良

Mや1 0 id og y ＿le，B p． l

Mや1 0 id．od．e ra B p ． 1

ゴールの発現は殆んど取

められず，油101d血Om 8p

字 小松山 5 ．2 2 P a r a t y■1 en cb u l】 Bp ．2

P a ra ty l o n eh u 8 ep ．9

．C r ie o n e皿O id．8 8 e p ．2

の寄生僅かに眩む

伊達郡伊達町箱崎

′
砂壌土 倉方早生 7 年生

日的 10 1d o g y le a r e n a r l a ll

l M 8 10 1d o d o ra Bp． 3
ゴールの発現は中程度．

u 仙 血 qp．の寄生

字案下 不　 良 pa r8・ty 1 0 n Ch u 8 p t）n O t r an 8 15 僅か欄闇からp ．p m Dh －

5 ．2 2 P a ra ty 1 8 n Ch u 8 Bp ．4

C r i （】On O皿O id．0 8 8p ．2

Ⅹi ph in om a 8 p．5

n ト検出全園衝勢不良

信夫郡 飯坂町東湯 ′
砂　 土 大久保　 7 年生 不　 良

p ar a t y l on eh u 8　8 p ．4 春先を原因不明の枝枯障

野　 手馬場 5 ．2 2 P a ra t y l 。n （：h n 8 8p ．2

T e t y l on eh u 8 ep ． 44

害あわ．

福島市　 下 飯坂 ′
砂壌土 高　 倉　 は 年 生

やや

不 良

M o l o ld．o gyn e a r 。na r la lla

p a r a t y l qn eh u 8 O p． 劫

ゴールの発現は多

字 中河原 7 ．2 8 T y■1 8 n Ch o rlly n Ch u 8 （318 y t O n i

Ⅹipllin 8m 8 8p ． 15　 邪
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調査場所　い警n誓l：件・闘后及び桝畑桝4日二讐警増力の‘こ　ルマ／法によ
年月軒　　　　　　　　　　　　■M　ソ′・る主要帯性性卜雛録虫追出赦

備　　　　考

伊達郡伊達町 箱崎　　字案下 ；昭 8 6

l 8 ．3

　　　　　　　 P a r往 ．y len o h u 8 p en e t ra n6 16
秒壊 ヒ 合方早生 2 年 生 ■ィこ 良・ m ra ty lR rlC r▲u G ・；t）．　 8

忌地の様相をしてレ・る代

目の桃

信夫郡倣坂町平野 l昭 3 7 1　　　　　　　　　　　　　　　 1）！・こLl．y ＿10 nc h u R JJr）rlr！1．r乙Ln C　 95

福【鋸盲圃場 i 3 ．2 7 ト壌　 土　 桃　 前　 掲　 ・ － ！上）a ra Ly 10 n C h u t一　里ノ．　　　　 2

l　　　　　　　　　　　　　　　　 c r lc o ne m o id e s　S p．　　　　 5

伊達郡桑折町伊達 ′ r ；T y le n ch o rh y n h u s c H Ly tC rli a 全刷忌地の様相致し

崎　 字干刈 田i 4 ・19 極 壌 土‥大正 白桃器 年生

l

不　 良 l

！1）a ra ty ユ・Jn O h 11F 8 p．　 盟

2　 3代 目の矧苅

伊達郡保 原町　 ■　 〝　 ⊇埴　 耳 大 久保 2 0 年 生 〝 l p a ra ty le n c h u S　pe n e tr a n S 42 紺横 よりP．penOtJanE

桂 沢　 4 ．24 l Pa ra t y l f∋fICh u S　8 p ．　　　　 84 検出

伊達郡伊達町伏黒　 〝　字西本場 4 ．26 l

巨砂 鋸

ト

f

■大久保　 8 年 生 ′
Ty ．len c h o rh y n c h L18 Cユa y t o n i　　　　3

■P a ra ty le n ch u s S p ． 2認

春先き原因不明の佼枯れ

障詐発生 ’

伊達郡保原町上保 昭3 8

度 字 星の宮　 毒 6 ・2 5 ・

l 〝

L

l 倉 方早生 10 年 生 〝　 M e l o ld ogy l⊥e a re n a ri a　 騒 ゴールの発現は中程瞳

P a ra ty l o n ch llS　6p ．　　　　 21 全囲忌地の様相強し

；C r lc on 。m O id e 6　Sp ．　　　　　 6 3 －4 代 目の桃園

調査全域についての結果はここに報告することはでき

ないが，総じていえることは∴ベールマン法による線虫遠

出数調査に上ると．単一走破虫だけ検出されることはな

かった．

どの調査場所でも普遍的に検出されたのが，外寄生種

のPar8．ty18nehu．白属線虫であった．ネコブセンチユク

の寄生樹は6－7ヶ所で見出されたが，砂土～壌土（火

山灰土）の土佐のところでゴールの発現が多く，M．ar－

enariaと劇．incognlta acrltaの2種のみ寄生する

ことが明らかになった．Moroidodera属線虫も2，3

の場所で僅かながら寄生が認められた．

ネタサレセンチユクは，特に意地の様相を呈している

ような園で多く検出され．P．Ⅴじ1nu白とP．penetrane

の2種が寄生することが判明した．その他，外寄生種で

ある数属の綴虫を数多く検出されたが，被害にどの程度

関与するものかは不明である．

以上総合すると，数種類の線虫による複合被害（N8－

matOde8　CO皿plex）が重要なものと考えられる．

2．DBCP剤による桃の繚虫類防除試験結果

桃に寄生する土壌綴虫を防除するために．有効適切な

防除法を検討する．

L　試験方法

試験場所：伊達郡伊達町箱崎，一般現地圃場

α・圧訃場の選定

ネコブセンチユウ（M．arenaria）の寄生樹を主とす

るが，事前に調査の結果，枕辺土壌からネタサレセンチ

ユウ（P．penetra・n8）及びParatylenehu8　ep．が検出

されたので，それ等も対象とする．

耕種概要：品種の統一ができず，岡山早生，倉方早生．

箕島白桃，大久保等の6～11年生を含む．蒲柳栽培で

はあるが，夏期雑葺の繁茂甚だしい．地上部の管理，施

肥は慣行法による．

②　区制・両横

1区1樹．2連制，1樹当カの癖面棟は揖～通．6ガ

伊　処理時期・方法

昭和36年5月16日，処理方法は次表による．昭和

37年には再処理は行なわなかった．

供試薬剤 業　　 主 稀釈水量l　　 処　 理　 方　 法

桓 （芸孟≡志芸望芸誓 芸言雷管≡≡冨霊芝芸芸孟宗霊宝芸人≡雪子4盲が

D王＝⊃P

釦節乳剤

1 5 g／J
！M g／d

6 0 上
5 g／㌦
10 g／㌔

l
買鵬 法（志警芸警謂 志望芸芸孟宗豊吉悠 ≡ア芸≡；‡警下1 5～2 い の深さ
l

細　調査月日・方法

根辺土壌中の線虫密ま調査は1樹当身2ヶ所（地下邪

膚）から採土し，ベールマン法に上少処理前及び処理較

定期的に選出数調査を行う．

①　圃場条件

土性は砂壌土，処理時の地温（地下30m）17．5℃

土壌水分11．0年，処理時から2適間の降水量は幻．1■1．
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第2表二・桃の緑虫類防除試験成繊 （2区平均）

‾ 「

供

試

薬

剤

l
】

庭 眉 区 分

i

l

l

l 線 虫 種 別
l
】

地　 下　 部　 の　 調　 査　　　　　　　　　　　　 地　 上　 部　 の　 調　 査

線 虫 選 出数 （土壌 5 0 g 当 り） oa】1 加 ＊ 幹　　　 周 椰 良 （別 年平均 ） ■く央 重 量 （3 0柵 二

処 理前 処　 理 処 ．哩 L J理

1 年 後

（昭 37 ）

閻

】

処　 理 理 処　 理 処　 理 処 理

l 年 後

処　 理 処　 理

昭 36 l　 カ 4　　 カ 1 年 後 年 1 年後 当　 年 当　 年 1 年後

5 ．16 月　 後 月　 後 与 ．空 （昭36） （昭 37） く昭那 ） （昭 町 ） （昭 弘 ） （昭 訂 ）

⊃

B
C
P

釦

努

乳

剤

無

5 抑
】軋 a r e 。a r l a

6 ．5 0 0 0

18 ．5

m el■ 亡■ e帯 g g

P ．p e n e t r a n B 5 ．8 0 0
　 r
0 ・針 路 ・8 紀 ．9 35 ．2 12 ．2 14 ．5 1超 ．6 a 7 ．2

点 注 法 P a r a t y l o n c h u．8　 8 p ． 2 ．5 0 0 ．3 0 ；

l

10 抑

点 注 法

lM ・a r e n a r i a

l P ・p e n e t r a n S

r I〉a r a t y l e n c h u S 叩 ．

2 ．3

0

3 2 ．0

0

空し8

0

日

拉 ；

1 0 ．3

U

0

0

取 ．6

】

15 ．3

〉

田 ．ど 4 3，2 15 ．8 18 ．4 1訪 ．6 迫 6 ．7

5 g ／／与㌔

濯 住 法

M ．a r e n a r j＿a

P ．p eln e t r a n ∈；

P a r a t 7 1 e n C h u S S p ．

10 ．3

6 ．5

劫 ．3

1 ．5

2 ．8

0

0

3 ．3

1三凱 8

0．3

0 ．8

4 ．2

1 9 ．2

l

3 ．2 王汀．7 82 ．1 15 ．2 16 ．8 18 8 ．7 18 6 ．0

1輌

滞 在 法

処 理

M ．a r o n a．r l a

P ．p o n o t r a n B

P a r a t y l e n c h じ8 8 p ．

0

0 ．8

0

1 ．0

1 ．0

0

心

0

0

訂 ．8 10 ．5 翁 ．8 釘 ．2 13 ．5 17 ．5 ld ）．5 a O ．5

M ．a r e n a r i a

P ．p ∈〉n O t r a n 8

P a r a t y l e n e h u．B B p ．

8 ．3

3 ．0

0

10 ．5

15 ．5

0

且 ；：；

93 ．5

】

l
96 ．8 80 ．5 3 1．5 ほ ．8

【

8 ユ 劫 ．4 娼 1．3

洋　学＿‖＿　　ヱ（寄生匿の階級値X同階級内の細根室）

調査区内の全細根重（20g）×4

寄生まは、土壌線虫対策実施要領に準ずる。

各処理区ともに，処理4ケ月後には根辺土壌からの線

虫薪の遠出は僅少であカ，処理1年後でも同様であった．

処理問での差は判然としないが，点注法による処理がや

や良かったように見受けられた．

Ga11工nd・eX　による新根のゴール発現程度をみると，

ネコブセ／チユウの遠出と同じ傾向で，処理1年後では

処理各区共非常に低かった．

地上部の生育調査では，幹用及び新杓の伸長量が，処

理1年後では各処理区共に無処理区にくらべて大きく，

果実の重量においても大きな差が認められた．

総合すると，処理当年では綴虫の繁植寄生を抑え，処

理1年後において地上部の生育が無処理区にくらべて旺

盛とな少，極めて有効であることがわかった．処理法あ

るいは薬畳の差による地上部の生育に及ぼす影響のちが

いは判然とせず，更に調査を継続中である．


